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2001 年 3 月　滋賀県立栗東高等学校卒業
2001 年 4 月　日本体育大学体育学部体育学科入学
2005 年 3 月　日本体育大学体育学部体育学科卒業
2005 年 4 月　医療法人徳洲会東京本部入社　徳洲会体操クラブ所属
2009 年 4 月　日本体育大学大学院体育科学博士前期課程トレーニング科学系入学
2011 年 3 月　日本体育大学大学院体育科学博士前期課程トレーニング科学系修了
2013 年 3 月　医療法人徳洲会東京本部退社
2013 年 4 月　日本体育大学スポーツ専門職　体操競技部男子コーチ着任
2017 年 3 月　日本体育大学スポーツ専門職　退任
2017 年 4 月　日本体育大学体育学部助教（現在に至る）
【競技歴】
2006 年　第 39 回世界体操競技選手権大会（オーフス）団体総合 3 位，個人総合 6 位
2007 年　第 40 回世界体操競技選手権大会（シュツットガルト）団体総合 2 位
2008 年　第 29 回オリンピック競技大会（北京）団体総合 2 位，鉄棒 5 位
2009 年　第 41 回世界体操競技選手権大会（ロンドン）日本代表
2009 年　第 25 回ユニバーシアード競技大会（ベオグラード）
　　　　 団体総合 1 位，平行棒 1 位，鉄棒 2 位






















































































































































上位者 4 名が選出され，それに加えて個人総合 5
位から 8 位の選手の中から種目別ポイント上位者
2 名が選ばれるルールとなっていた．種目別ポイ




























































































































































































めた後，2017 年 4 月には日本体育大学体育学部
に入職し，体操競技研究室の専任教員に立場を変
え，授業や部活動の指導に精を出す毎日を送りな
がら現在に至っている．体操を続けてきた 20 年
間の中で自分が培ってきた知識や経験を生かせる
仕事に就くことができた事は，本当に幸せなこと
である．
５．後輩に一言
私は何事も失敗した後の行動が大事であると
思っている．失敗したことで諦めてしまったり，
格好悪いとか，恥ずかしいというような気持ちに
なって挑戦をやめてしまう．私が日頃の学生指導
の中で，よく目にする行動である．私は真剣にやっ
た上で失敗したことに対しては何も言わず技術指
導をするだけであるが，失敗した後にやる気をな
くした態度をとった時や，何度も同じミスを繰り
返した時は強く注意するようにしている．ノーミ
スで大きな目標を達成する人間は限りなく少ない
はずだ．失敗した自分を冷静に受け入れて，そこ
から何かを学ぶ姿勢がとても重要であると思う
し，それができる人間は色んな面において強い．
まずは周りの誰よりも努力し，そんなことまでや
るのかと思われるくらい徹底的に準備してほし
い．そして失敗を恐れず，思い切って挑戦してほ
しい．もし失敗してしまっても，挑み続ける時間
がある限り諦めないでほしい．悔いのない学生生
活になるように日々を大事に生きて下さい！
240
オリンピックスポーツ文化研究　2020. 6　No. 5
